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公衆回線を利用したオンライン システム

Application of Public Telecommunication

Circuit to Online SYStem
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l】 緒 言

昭和46年5月,｢公衆電1(通信法+の-･部改刀一二が行なわれ,

いわゆる｢通信同線の開放+が実施された訳であるが,その

節-一段階とLて,すでに同年9月1Uより特定過イ‾こ拙Ⅰ線(以

下専用担1線と略す)のサービスが実施され,また節∴段階と

して,昭和47年11月12日から公衆通仁洞線(以1ご公衆回線と

略す)のサービスが実施されている｡

本制度により従来通話やテレックスに利鞘されてきた加入

電話網や加入電信網に,民間のコンビュー一夕,端末機,青草当主

カブラ,ファックスなどが接続できるようになった｡

｢通信回線の開放+とは,コンビュ【タに接続する過イ言Lリ]

線の民間開放という意味で用いられているが,その内苓とL

ては,

第一に,従来の専戸別_巨ほ泉のサーービスでは,非常に制約され

ていた通信回線の北同便一札 他人使用が柑当大幅に緩和され

たこと｡

節∴には,従来デ【タ過イ言に利用することができなかった

加入一定話網や加入電イ言綱をデータ通信にも利用することが‾【け

能になったこと｡

第三には,通信回線に接続するコンビューータや端末装置は,

すべて民間企業などで用意することになったこと｡したがっ

て,[一寸本電信電話公社(以下電電公社と略す)は,通信[q】棟

のみを提供する形になったことなどがあげられる｡

以下に,公衆回線を利用するにあたっての電電公社の制度,

利用_Lのメリットならびに問題点をあげ,日立製作所にお

いて現在までに開発されたもの,あるいは開発過村中のシス

テムの具体例についていくつかを報告する｡

臣l 公衆回線利用上のメリット

公衆回線を利用したシステムが,従来の専用回線を利用L

たシステムと比車交して考えられるメリ ットとしては,

(1)システム利用圏の拡大

(2)回線使用コストの低ざ成

の2点がある｡すなわち,製造業においては従来の本社,

営業所および工場をつなぐ生産管理システムのネットワーーク
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が,テイラーまたはセールスマン レベルに拡大され,首紫先

から音響カプラ端末などを利用してコンビュMタに直接アク

セスできることになる｡また銀行などにおいては従来のバン

キング オンラインが皐稽古力化が主休であったのに対Lて,

預令穫得上顧客サービスとLて自動蹴込連絡サービス,流通

横間と連結したクレジソトカードによる自動引蒲とし､キャ

ッシュ ディスペンサのサ〉-ビス時間延長などにシステムが拡

大される｡区= は公衆回線の開放により,今後適用が予想さ

れるアプリケ【ションを示すものである｡
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二のような利用面にみられる特長は,コンピュータ データ

通信システムが,従来の企業内システムから不特定多数の関

連企業,ないしは不特定多数の個人顧客を対象としたシステ

ムに拡大される点であり,これは2,000万を越える既設加入

電話網の広域利用に期待される｡

いまひとつの公衆回線を利用する理由としては,従来の特

定回線が定額制回線であったのに対して,従量制回線である

公衆回線を利用して少ない情報量の伝送に要する回線料金を

低減できる点である｡

この点では利用上,従来の特定剛凍を利用したデ【タ通信

システムと本質的にはさほど変わりはないとし-うことが言え

るであろう｡

このようなシステムにあっては,トラフィックによる回線

利斥川寺間が問題となるが純然たるデ】タ伝送時間のみにつし､

て比較してみると,その使用料余分界点は加入電話回線とD-

5規格特定回線では,ほぼ2.5～3時間程度と考えられる｡

また加入電信回線とA-1規格特定回線とでは,はぼ1～1.5

時間がその分界点と考えられる｡

ただし,このような比較はいずれも直結回線に限定した場

でナであって,特定回線を利用した場合はトラフイツタにより

分岐という手段も可能である｡

また加入電話回線を利用した場合は,200bpsで送っても,

1,200bpsで送っても,同じ回線料金を支払わなければならな

し､ので一般的には高速伝送のほうが有利であるが,端末機コ

ストは一般に高速機器のほうが高価である｡したがって,い

ずれの方法を選択するかは前記条件を総合的に検討したうえ

で決定することが必要であろう｡

いまひとつ公衆回線を利用するうえで注意すべき点は,各

接続ごとにダイヤリングを行なう必要があるため,自動ダイ

ヤリングであっても約10秒,手動ダイヤリングにあっては約

20～30秒の接続時間を要することである｡この時間をできる

だけ短縮するためには,データをできるだけ紙テープ,カー

ドなどの媒体に蓄積し,一一一斉(せい)に送信するほうが有利で

ある｡テレックスを利周したシステムは,この意味できわめ

て経済的なシステムとして実現性があると思われる｡

B 公衆回線利用技術と問題点

3.1 端末装置

公衆回線を利用してデータ通信を行なう端末装置としては,

従来の特定回線において使われてきた中低速端末装置の大部

分が利用可能である｡ただし,回線の能力として加入電話回

線においてはほぼ1,200bps,加入電信回線においては500bps

が限界であるため,端末装置としても磁気テープなどの大量

データの高速転送にはやや難がある｡また加入電話回線を

1,200bps程度で使う場合でも2W回線のためキャ.リアは片方

向にしか出すことができない｡

このため一般の端末装置においてよく行なわれている全二

重方式は不可能であり,またブロック伝送方式で通常とられ

ている応答確認方式もキャリアの切換時間が毎秒数百メート

ル程度かかるところから短電文の伝送では効率が悪くなる｡

このためバックワード チャネルなどの利用も検討する必要

がある｡また自動発送信形網制御装置(電電公社AA形NC

U:Network ControIUnit)を使用する場合は,ダイヤル

の自動発信機能,自動応答機能,不在通信機能などが端末装

置に要求されることとなる｡

加入電話網を利用して今後多く使用されていくであろう端

末の傾向としては,簡易形問合せ端末,中速バッチ端末,デ
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表l公衆回線を利用Lた各種端末装置 公衆回線の開放により各

種端末が開発されるものと思われる｡

TablelTe｢minalEq=jpme=t Usi=9P=b■ic Communication

Circ山t

端 末 種 別 速度(bps) 入出力 備 考

加

入

電

話

網

簡キー入力装置

･易クレジットカード照合ネオ:問

合≠簡易タイプライタ
せ

端プッシュホーン

末(げオターミナル)

中･紙テープ端末

速力ード端末

バOMR端末

ツOCR端末

チlヵセットMT端末

端プリンタ端末

末
(上記複合端末)

テKeytoMT

】(MagnetjcTape)
タKeytoDisc

収
集POS
端
末

テレックス

入

100､-150入′//出

600-､-1′200

卜00--･′200入//ノ出

i叩00入三出
100へl′200出

音声応答

≧l′200

50

入/出

入

入//出

MTまたは

Discによる

データ伝送

加
入

電

信

網

入/出 6 単 位

紙 テ ー プ 50 入/出 8 単 位

ータ収集端末(表1参照)などが主体になるものと考えられ
る｡

このうち簡易問合わせ端末については,プッシュホーンの

ような電話機を直接利用したもの,音響カプラを利用した簡

易なタイプライタなどが使用されていくものと思われる｡ま

た中速バッチ端末,データ収集端末などにつし-ては,品質の

ノたからNCUを使った形で公衆回線に接続される方法がよい
と考えられる｡

加入電信網におし､ては,テレックスの利用が主として考え

られるが一部8単位用紙テープなどの伝送も行なわれるであ

ろう｡

3.2 センターシステムでの開局点

公衆回線を利用したオンライン システムにおけるセンター

コンピュータ側では特定回線を利用したシステムに比べて設

計上考慮すべき点が多い｡これら問題点とLては,

(1)誤接の防止(ファイル保護,機密保護,相手端末の確認

方法)

(2)送信先ビジー時の電文処置

(3)交換機接続中におけるハングアップの防止

(4)電文エラ】チェック,再送処置(特定回線の場合に比べ

回線品質が低下するためエラーチェックを厳重にする必要が

ある)｡

(5)回線料金,センタ【使用料金の把(は)握支払

などがあげられるが,これらについては利用技術,特にソ

フトウェア面での開発に待つところが多い｡また端末装置も

ますます多様化する傾向から,通信制御手順などに関する標

準化が弓轟く要求されることとなる｡

田 公衆回線を利用したオンラインシステム例

4.T テレホン オンライン システム

加入電話回線にコンピュータあるいは端末装置を接続する

方法は椎々考えられるが,ここで紹介するシステム例は束急
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'イこ利権株J〔会社における古宇戸カプラー端末を他用したもので

ある｡

火急不利成体J(会社に丘=､ては昭印45年10月に中央処月三共

-iT7としてHITAC 8400を設吊L,十数佃所の支佃,営業所

にH-9411形ビデオ ディ スプレイ端末をう導入し､守口仙1線で

耗糸Iiした本格的な不動産十l-i剰ぇシステムを様(か)動させた｡

口獅U47年,公一衆山根の開放を機会に,これまでの本社と各

ノ汀業巾別にl竣い〕れていたセンターコンピュータの利用をいっ

そう拡充L,顧零サービスの向上,機動的な′打業fiI軌の充実

などを主[川てJとして,図2に示すようにテレホン オンライン

システムへと手広弓ま一三Lた｡,

端末装置としては,｢動くオンライン+という名称が付けら

れているように,軽量かつ′ト形なポータブル端末が採用され

た｡

二の端末はキーボードプリンタと音習三カプラが 一つのトラ

ンクl勺につ三装されており,1音読機によリセンター側のコンビ

ュpタに接続校,一三訪器を端末装置にセットすることにより,

キrボードかごJの送イ∴ ′乏イi一言データのプリントアウトが行

なえる｡

-･ブイ,センターコンビュー1タは,HITAC
8350とその荊

;芹辿イ‾.一言処二叩装迂■!二とLてのミニコンピュータHITAClOIIと

によりイ構成きゴLている｡デ】タフ7イルの参押,史新などの

処叩はすべてHITAC 8350システムか乏け持ち,HITAC

lOIIはそのプログラムにより屯F言仙11線および構内【叫線の制御､

符丁ナせ管押などを行なう｡

その結軋 HITAC 8350においては既設様重力システムク)

回線が単に1回線増設されたとしか見えない｡すなわち,

HITAClOIIは一椎のインターフェース コンバータ的なもの

となl),HITAC8350のオンライン管理70ログラム(MCP:

マルチ ナャネル コミュニケーション プログラム),CUP

(コミュニケーション ユーザー プログラム)の変更がすべて

不必要な形で電話回線,異相端末を接続できるというインテ

リジェント フロント エンドプロセッサとして活用される訳

である｡

回線の接続は端末側では前記のように音響カプラにより接

構内電話

公衆回線

ティス

プレイ

(営業所)

音響カプラ付 電話横

ポータブル端末

(顧客宅,物件売出L現場)

私設電話交換機

電電公社電話交換機

特定回線
1,200bps

続きれ,センター側ほ多重回線接続装苗,変復調装置(モデ

ム),電話用MA形NCU(手動発信,日勤者イ言形網制御袋帯

帯)を介Lて公衆l月J緑網に厄結される｡

なお,特定回線に比べて回線品質が低下することを考慮し

て,フ7,イル保護,機密保碓,電文データのチェックなどに

つきHITAC 8350および同10ⅠⅠのソフトウェアでサポート

するような配慮がなされている｡

本システムにおける怖報の流れおよび利用方法を具体的に

述べると次のとおりである一っ

顧客の自宅や会社,あるいは不動産物件の売出し現地にポ

ータブル形端末装置をセuルスマンが携帯して行き,

(1)-･般の電話よりダイヤリングしてセンターコンピュータ

を1呼び出す｡

(2)センターNCUからの接続されたという信号(特定の普)

を確認し,′受話器を端末の苦学カプラ部にセットする｡

(3)端末のキーボMドより問合せデータ(たとえば買物件の

検索,売物件の検索,契約登録など)を入力する｡

(4)HITAClOIIは受イ諾したデータを直ちにHITAC 8350

へ送信し,回答を待つ｡

(5)HITAC 8350は必要な処理を行ない,回答を作成し応

答する〔〕

(6)HITAClOIIは回答データを端末へi引こiする｡

(7)端末にはセンタ【からの岨答データがポ…タブル端末の

プリンタに印与二川力される｡〕

(8)他の問ナナわせデータがあれば,端末はキMボードより人

力L,必要がなければ終了コードを送イ諾し,′受話器を7亡にも

どして電話を切断する｡

という一連の流れになるが,各種障害を考慮してNCUの

閉幕(そく)などの対策がサポートされている｡

図3は,データの流れと制御下順を示すものである｡

このように公衆1立話回線とハンディな音響カプラ付ターミ

ナルを利用したオンラインリアルタイム システムは,わが

【玉lではここに紹介した東急不動産株式会社のものが初めてで

あるが,アメリカにおいてはこの種のコンピュータ利用方法

はTS S(タイムシェアリング システム)を中心にしてかな

網
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ては不動産情報システムをオンラインリアルタイム処‡里で行なっている凸
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ダイヤリング

ポーリング

H汀AC 8350 構内回線
(1,200bps)

HlTAClOII 電話回線
(100bps)

ポータブル端末

問合せデータ

回答データ

待合せ
問合せデータキ～入力

セレクション

データ

ファイル
処理

L_..

回答データ

区13 データと制御の三荒れ
である｡

注:ENO=ENOU旧Y
DA =DEVICEADDRESS
SA =STATlONADDRESS
AOK=ACKNOWLEDGE

EOT=END OFTRANSMISS【ON

STX=START OF TEXT

ETX=END OF TEXT

回答データ

プリント

切断

H汀AC8350とHITAC】0Il間の通信制御は,CX9事Nラインプログラム方式

Fig.3 Flow℃-f Data and Control

り普及している｡

4.2 テレックス オンライン システム

テレックスを使ったオンライン システムとLては,綿々の

パターンが考えられるが,ここではミニコンピュータHITAC

lOIIによるシステム例について紹介する｡

本システムは,販売管群における′受注J【絹耶対係グ)業敵 い

わ畑るオーダ【エントリー システムの-･例である､_.図4はシ

ステム構成例を示すものである⊂.テレックス川線網を介して､

特約店などに設置されているテレlソクス宅内装満と計算セン

ター側に設置されるHITAClOIIとをオンライン接続し,

データの集配†言,あるいはリアルタイム処理を行なうもので

ある｡

センタ‾におけるデータ集配信用のHITAClOIIは,そ

全国特約店

販売店

テレックス

テレックス

加入電信網

加入電信交換機

計算センター

〔データ集配信剛

網
制
仙
倒

蓑
虫
凰

回
線
接
続装置

〔リアルタイム処理用〕

網

蓋諾

モデム

回
線
接
続装置

(構内回線)

グ)【7L■ログラムに･土り【口1株制札 デmタの編集およぴチェック,

磁1tテーープとの読ゑ吉きなどを行なう｡-･方,リアルタイム

処fLE用グ)システムは,磁1iテl¶プとの読品再きに代わりホス

トコンヒュー一夕ととしてのHITAC 8000システムとりアル

タイムな送′壬イ言を行なう｡

｢口_1線グ〕接続は,多毛卜+線接続装置,電電公社直営によるテ

レックス桐NCUを介して加入電†言綱に直結される｡回線収

布教は,現イ1三テレ･ソクス用NCUの収容回線数が1子音あたり

最大32川根であることが一一つの条件となっているが,さらに

増設することも叶能である｡ただL,NCUの機能として自

動吋JIIL装置,自動んむ答装置がNCUl子iにつきおのおの2

佃であることから,トラフィックのピーク率が高い場ナナには

待合せ呼が増加する｡Lたがってこのような場伽こは,8回

データ

タイプライタ
テープ読取横

HlTAClOlI

処理装置

(24K語)

データ

タイプライタ

磁気ディスク

記憶装置

HlTAClOII

処理装置

(16K語)

ムデモ

通
信
制
御
装
置

図4 オーダーエントリーシステムにおけるテレックスオンラインシステムの例
ホスト

コンピュータH汀AC8DOOは･二のほか特定回線により営業所,エ場,倉庫などに端末装置を持ってし､る｡

Fig･4 An Example of Te-exOn■i=e Systemi=0rder Entry System
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練絹あるし､は16[リ】線用NCUのような/ト存iiとNCUを複数fi

接続する方式を･採用することになる｡

端末としては,池′さ;rグ)電屯公社泊二宮によるテレ･ソクスを利

川することになるが,テレックスにおいては妄誤りチェック慌

能がないため,アンサーーバ･ソク機能をできるだけ油川し/た柑

‾r確認,動作二状態の確認などを行なうととい･二,プログラム

によるj_削i一捕り御子順のチェック,フォーーマット チ_1ソク,咋

｢Hほ三相▲,あるいは機寓､保全ク〕ためグ‾)パスワーーード ナエッグなど

ソフトウェア__t二の手段による各梓チエ､ノクを行なう必要があ

る｡

テレックスから人力を行なう場で㌣,通1打グ)発信とト日枝,発

イーざキ】を才一llLダイヤリングを行なう｡センター側NCUから

のアンサーバックイ主‾書写･を′乏イi言することによl),オペレー一夕は

データを送イ1‾吾人プJする｡二の場介,データ人力‾方法とLては

ブ航テープ入力またはダイ レクト キーーーインの向‾方が可能入力で

あるが,問′ナせ業務などリアJレタイム処理を除いて紙テー｢プ

入力のほうが同線の利鞘効率を_卜げる.1∴(で有利であることは

言二ざ一うまでもない｡

センター一に設讃されたデータ集配仁言周HITAClOIIでは､

この′乏仁子データ(たとえば適瑞■の拝文デp-タ,′受領デ【タな

ど)のフォーーマット チェックなど各柿のチェックを行ない､

_了㌣～‾;ミて､あればコーード変換を行なったうえで舅ミ仁子砧女気テープに
‾i一子き込む｡エラーデー一夕であれば,その旨のメ､ソセージを作

成し発仁三‾心二送†.=iするハ集信磁1ミテープは,什息の時ノ､】二でオ

ペレ叫タ♂)指示によりクローーズ処J叩を行ない,HITAC8000

へ7便L,必要な′受注出荷処坪が行なわれる｡

一一‾方,処搾結果など特約店などへ送イ‾;一言すべき配イiiデータは,

磁;もテ肝プによリHITAClOIIか安け耳丈り,データ中の特

約†.i-iコードなどから自動的に端末をダイヤリングのうえデ【

タ配仁子を行なう｡

リアルタイム処更別口のセンターHITAClOIIでは,′乏†i三

千一夕(たとえば緊急注‾丈デー¶タ,問でナせデー一夕など､)のチ

ェックを行なったうえ,直ちにコー,ド変枚を行ないHITAC

8000へ送信し回答待ちになる｡HITAC 8000は,必要な処

押をリアルタイムに行ない回答を返信する｡HITAClO口

は,その回答デrタをコrド変授Lた後,回答待ちの端末へ

送仁する｡このようにテレックスから泊二様,かつリアルタイ

ムに緊急′受注出荷処埋が行なわれる｡

二のようなシステムにjiし､て,テレックスを直寸妾7トストコ

総合
オンラインシステム

○預 金

○為 替

0貸 付

HARS用
ファイル

総合オンライアシステム

書声応答装置

HARSlOOO

声ドラム

HARS-1000

本
配

線
舟箕

ンビューータに指プ統せずミニコンビュータを利用するflMトとL

ては,

(1)トラフィックが少ないためセンター オンラインを行なう場

イナに比べてより糸至折的である｡

(2)耽システムかご〕の棺行が客妨である(こ′

(3)三措定凶線によるデータ過イr言に比べ,椎々の点でテレック

スは品宮守が才'～干劣るのが硯二伏であり,このノ1(のチェ･ノクをミ

ニコンビュMタで行なえるのでホストコンビュー｢タの負荷■椎

1城となる｡

などがあると言えるr〕

また,従来よI)オフラインによl)テレックスを利川してい

るシステムに比べて,

(1)ターーンアラウンド タイムの矩縦

(2)デーータエラーの即時検出などイii相性の†J小Ⅰ二

(3)センターーーにおける監視あるいはハンドリング作業の打力

化

(4)センターにおける性器設置場所の揃i′トとょ韻H千村策

(5)各神道打順】係リストの作成

などといった利山がある｡

4.3 音声応答システム

苦声応答システムHARS-1000(HitachiAudio Response

System)は､銀行業務における日動蹴込通知サービス,株

価十‾i7幸lまサーーービス,電話予約サービスなどに今後期待されるシ

ステムである｡ここでは銀行における蹴込通知サ【ビスに利

用した例を紹介する｡

顧客がコンビュー一夕に問ナナせを行なう場でナ(批込月てそ仝など)

はセンタ【-の代表番号をダイヤリングL,コンピュータへの

アクセスをした授,プッシュホーーンまたは簡易端末からのキ

ー人力によって問いfトわせ,音声応答装置かJ〕の音声応答ま

たはキャリートーンによって出力を得ることができる｡また

センターから顧客に対し連絡する場††は,芹声広袴装置が端

末のノ在話番号を共にして,自動ダイヤリングし端末を呼び=

し追給を行なう｡

二のシステムにおける特長とLては､

(1)マン マシン インター【フェ【スの良さ(マン マシン イ

ンターフェースとして非′削二理解しやすい音声を用いている)

(2)リアルタイム情報のサⅦビス

(3)広範阿なサーーービス対象(電話回線を用いているのでサー

ビス対象は特定顧布から不特定多数の顧客までJム範岡なもの

@(

ダイ

∈璽(

簡易プリンタ

電

交電
換公

機杜

公衆回線網

プッシュホーン書簡易プリンタ

@(

*3

ダイヤル式電話軽男た二空二1
端 末

注:*1,2,3形簡易プリンタの使用も考えられる｡

図5 HARS概念図 HARS-1000は銀行業務や予約サービス業務などに期待されるシステムである｡

Fig.5 The Concept10n Of HARS
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(A地区サブセンター)

HARS-1000

交換機

業務オンライン兼

情報管理用CPU
O預金･為替･貸付
0顧客サービス(HARS)

(H-8000)

業務オンライン兼
情報管理用CP〕

0預金･為替･貸付

○顧客サービス(HARS)
(H-8000)

C

C

M

MPC

MTC

C支店 D支店

MPD

MTS

コlニ士
日J司

ドラ

HARS-1000

(目地区サブセンター)

HARS-1000

HARS-1000

図6 システム構成例 音声ドラムは複数のHARS一川00で共有する｡

Fig･6 A=Example of HARS Structure

となっている)

(4)回線料金の経済化(音声応答装置がサブセンター方式を

とっておI),CPUとは特定通信回線でつながれるので遠隔

地における顧客サービスに対する経済化が図られる)

などをあげることができる｡

図5は本システムの概念図を,図6は,システム構成例を

示すものである｡

(1)センターシステム

預金,為替(かわせ)オンライン システムのファイルおよび

それ以外にHARS特有のデータである電話番号暗号数字と

サービスデータなどを保留するためのHARS用ファイルを

持っている｡

(2)HARS▼1000音声応答装置

コンピュータの出力を音声に変換する機能をおもに果たし,

その他にコンビュ【タと電話回線網との椎々のインタフェー

スをとる機能や,端末のエラーチェック機能を持っており音

声ドラムを有する｡

(a)音声応答方式

音声の蓄積方式によって録音編集方式と合成方式に大別

されるが,HARS-1000ではディジタル録音編集方式を佐

用しているので音声品質.[二,明確件,自然作もすぐれてい

る｡

(b)多 重 性

音声応答装置を多くの端末が同時に利用できるよう,

HARS-1000では時分割方式により多重化を行なっている｡

(c)出力可能語い数

アプリケーションによって必要語い数を限定する必要が

あるが,HARS-1000では音声ドラム1本で約500語(1秒

長講)収容する｡

(3)端 末

端末としてはプッシュホーンとダイヤル式電話機がある｡

ダイヤル式電話機を使用する場合は必ず音響カプラ付簡易プ

リ ンタを使用する｡

プッシュホーンを使用した場合の使い方は下記のとおりで

ある｡

(a)センタ≠をダイヤルし呼び出す｡

(b)センターからの応答指示によl),照会コード数字(2

～3けた)を入力する｡
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M

D

F

‖M

D

[｢

(顧客)

注

CCM=通信制御装置
MTC=磁気テープ制御装置

MTS=磁気テープ装置

MPC=磁気ディスク制御装置
MPD=磁気ディスク駆動装置

MDF=本配線盤
HARS-1000=Hjta()hiAudio

(顧客) ResponseSystem¶1000

(c)再びセンタ【からの指示により暗号番号と【コ座番号の

人力を行なう｡

(d)センターで暗号番号をチェックし,正常であれば元帳

ファイルを検索し応答する｡

以上のとおりであるが,簡易プリンタの場合は音声の代わ

1)にキャリア返送を行ない,プリンタ印字を行なう｡

切 結 言

以_L,公衆回線を利鞘したオンライン システム利用にあた

つての問題一任および具体的なシステム例につき述べてきた｡

しかしながら,わが何においては公一衆回線網の開放はまだ始

まったばかりであり,今後とも端末機については多様化の‾方

向に向かいオンライン ユーザーも銀行,官庁,人会社などの

大形システムから中′トオンライン システムを指向して拡大し

ていくものと思われる｡また同一端末機からの異なったシス

テムのアクセスが行なわれるなどシステムメーカーに対する

多稚端末機の接続要求が行なわれるものと思われる｡

このようなことからメーカーにおいては,通信制御における

標準化に対する努力ととい二特殊な端末に対しては通信制御

プログラムの一部ユーザーヘの開放などを行なうことも考え

られる｡またミニコンピュータなどを利用した通信制御装置,

多重集配信装置によリメインコンピュータのソフトウェアを

変更することなく接続する方法も一つの方法である｡

さらに端末機側からはコンピュータチップなどを利用した

7`ログラム制御形し､わゆるインテリジェンス ターミナルによ

l)大形コンピュータ通信制御プログラムをシミュレ【卜する

ことも可台旨であろう｡

いずれにせよ公衆回線開放とともに通信制御技術の重要性

は今後ますます拡大することが予想され,われわれメーカー

としてもこの情勢に対処すべく努力しなければならない｡し

かしながら公衆回線網についてはすでに述べたように,利用

上挿々の制約条件,品質上の限界があり,これらについては

現在検討されつつある新しいデータ交換の実現に期待すると

ころが大きい｡

最後に本論中のテレホン オンライン システムに関して束

急不動産株式会社電算室の関係各位に多大のご指導なヤフぴに

ご招肋をいただいた｡二二に深く謝意を表わす次第である｡




